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§６ 陣取りゲームの数理 
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これを②に代入して
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よって、   13, 7x y です。
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の解は   13, 7□ △ です。
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と書きなおして☆と比べることで、
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と解くことができます。
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   4 13, 9 7x y  ∴  
13 7

,
4 9

x y

と解くことができます。



Ｈ６.２
一般に、0以上の整数mを、1以上の整数 nで割ったときの商を q、余りを rとするとき、

m nq r 
が成り立ちます（mを nずつ分けていくと、 q個に分けられて r余る、という割り算の
意味を表している式になっています）。

また、割る数より余りが小さいことから、
n r

も成り立ちます。これらに注意して立式していきましょう。

Bを Aで割ると商が 3で余りが Cなので、
B 3A C   ·······························①
A C  ·······································②

が成り立ちます。

A B を Cで割ると商が 7で余りが 0なので、
A B 7C   ·······························③

が成り立ちます（今回は余りが 0なので、割る数 Cより余り 0が小さいのは、
Cがどんな自然数のときも成り立っています）。
Bを Cで割ると商が 5で余りが 12なので、

B 5C 12   ······························④
C 12  ······································⑤

が成り立ちます。

まずは①,③,④から A, B, Cを求めましょう。
①を代入して Bを消去することにすると、①を③に代入して、

  A 3A C 7C 4A 6C  
1

A C
4

6
3

C
2

 ···················· ⑥

①を④に代入して
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の 2式を得ます。
⑥を⑦に代入すれば
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が分かります。Cの値を⑥に代入して
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です。最後に A, Cの値を①に代入して
   36 23 4B 132

が分かります。

以上で、①,③,④を満たす A, B, Cは

36, 132,A B 24C  

と求まりました。

この A, B, Cに対しては、②,⑤も確かに成り立っています。



Ｈ６.３ 
(1) 下線部①において、食塩の量に注目すると、
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が成り立ちます。

また、下線部①において、食塩水の量に注目すると、

1000x y   …………………………………………④

が成り立ちます。

(2) 下線部②において、食塩水の量は合わせて
( 100) ( 100) 1000x y x y      g であることに注意した上で、
食塩の量に注目すると、
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が成り立ちます。

(3) ③,④,⑤から , ,a x yを求めましょう。
まずは、③を整理します。③の両辺を 100倍して、
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次に、⑤を整理します。⑤の両辺も 100倍して、
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よって、 18a  とわかります。

これを③’に代入して、
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これより、 200x  がわかり、これを④に代入することで、

800y  もわかります。


